
 

 

写真提供：別海町観光協会事務局 山内絵理氏 野付半島ネイチャーセンター 中塚智子氏・石下亜衣紗氏、  

 

  
ふるさと講座・自然系 

シギ・チドリ観察会！ 
 

この時期数多く見られる「シギ・チドリ」を中心と 

した観察会を行います。  ●日 時 平成２６年５月１１日（日） 午前９時３０分～１２時３０分 ●場 所 野付半島 （集合－野付半島ネイチャーセンター２階） ●講 師 根室市立 啓雲中学校 教頭 藤井 薫 氏 ●定 員 15 名（電話・FAX・メールにて氏名・電話番号を ５月９日（金）までにご連絡ください。）  ●その他 長靴を着用ください。図鑑・双眼鏡をお持ちの方は 持参ください。当館でも若干貸出しします。   
ふるさと講座・歴史系第１回目を実施しました。 

歴史の道を歩く！江戸時代のノツケ～野付通行屋跡・番屋跡遺跡  ●日 時 平成２６年４月１９日（土）午前９時３０分～１３時 ●場 所 野付半島ネイチャーセンター、野付通行屋跡・番屋跡遺跡 ●ガイド 別海町郷土資料館 石渡一人 野付半島ネイチャーセンター 中塚智子・石下亜衣紗 ●参加者 ３４名  野付半島ネイチャーセンターで 40 分ほどレクチャーを行いました。その後、通行屋跡遺跡入口まで車で移動し、そこから約 2km 歩きます。オジロワシ・ヒバリ、ヒドリガモなどの野鳥、エゾシカの群れを観察しながら遺跡に到着しました。土塁、墓石、建物跡、畑の畝跡などを実際に見ながら、江戸時代の様子に思いを馳せました。 
 

 

 

別別海海町町郷郷土土資資料料館館                                    No.178  2014 年 5 月号 だだよよりり  

キョウジョシギ 
オオハシシギ 

 

 



 

 

   

 

     
大昔のべつかい！ 

西春別小学校 5.6 年生 4 月 24 日(木) 社会科の授業で縄文時代を勉強している 5.6 年生を対象としたもので、別海町、北海道の縄文時代のお話と勾玉作りを体験してもらいました。  学校から数キロも離れていないところから、縄文人骨が出土していることから、はるか太古の縄文時代を身近に感じることが出来たかと思います。勾玉作りも、縄文人の気持ちになり喜んで作ってくれました。  
アンモナイトレプリカづくり！ 

東公民館子どもまつり 4 月 26 日（土） 東公民館子どもまつりの体験コーナーの一つとして出店いたしました。シリコン型に石膏を流し、取り外し（ボランティアの中学生による）、整形し完成するというものです。小型のアンモナイトを使用し、わずかな時間で作成出来るようにしました。ヤスリを使い真剣な眼差しで化石レプリカを完成させていました。 
 

所蔵資料をデジタル化していただきました。   町内在住の川村俊也氏、福原義親氏に所蔵資料(記録資料ネガフィルム・ビデオテープ類)を整理・デジタル化していただきました。  お二人は、町内や根室管内の多くの郷土資料のデジタル化をボランティアで行い、当館も数多くの貴重な資料を寄贈いただいております。  今後は、こうした資料の保存、公開・活用を進めて行ける努力したいと思っております。    

郷土学習出前講座を実施しました。 

別海町郷土資料館だより No.１７８ 発行日 平成２６年５月１日 発行所 別海町郷土資料館 別海町別海宮舞町 30 番地 電話  0153－75-0802（FAX 兼） e-mail kyoudo@betsukai.jp 
編集後記  少ししかご紹介出来ませんでしたが、川村氏・福原氏には、沢山の資料をデジタル化していただいています。本当にありがとうございます。 さて、外の作業も増えてきていよいよ春がきましたね（K.I） 


